
資料－４ 

 

 

 

基本計画（素案） 

 

－参考資料－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ．ゾーニング（案）・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

Ⅴ．施設計画（案）・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

 

Ⅵ．動線計画（案）・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

Ⅳ ゾーニング（案） 

【特別史跡平城宮跡整備ゾーニング図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「特別史跡平城宮跡保存整備基本構想推進計画」（H20.5.13、文化庁） 



2 

 

【発掘調査状況図】 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：奈良文化財研究所資料をもとに作成（平成 19 年） 

 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

発掘調査済み区域 
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・平城宮跡の発掘調査は、建物復原や遺構表示が行われている部分を中心に、特別史跡の約 1/3 が

完了している。 
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【主要な視点場からの眺望状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

①佐伯門跡から東を望む（桜並木） 

 

⑩東院庭園南東（24 号、アスカボウル） 
 

 

⑤第二次大極殿から西を望む（生駒山、矢田丘陵） 

 

 

N 

0     300m 

⑥

⑧

⑨

⑤

① 

③
⑩

② 

②第一次朝堂院西南端から東を望む（春日山） 

 

③朱雀門から北を望む（宮跡内、第一次大極殿） 

 

⑨第二次大極殿から南を望む（第二次朝堂院） 

 

⑧第二次大極殿から東を望む（東大寺、若草山、春日山、高円山） 

 

⑥第二次大極殿から北を望む（奈良山丘陵、平城天皇陵） 

 

⑦推定宮内省南から東を望む（若草山） 

 

④みやと通り 
 

 

⑦

④

⑪

⑪的門跡から南を望む（24 号、イトーヨーカドー） 
 

 

・平城宮跡の主要な視点場として、第二次

大極殿、朱雀門などがあり、特に第二次

大極殿の基壇からは、北、東、西の三方

の山並みが見渡せる。 
・東院庭園方面からは、国道 24 号の高架が

景観阻害要因となっている。 
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【自然環境資源の存在状況】 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：「平城宮跡の自然環境に関する調査報告書（H18.6）」ほかを参考 

 

 N 

0m    300m 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

緑陰帯 

梅林 

バッファー（外周） 

サクラ並木 

水辺・野鳥 

ヘイケボタル生息地 

・まとまった自然環境が残るのは平城宮跡資料館東側に広がる池沼部分である。 
・外周部の一部と中央南北には、バッファー機能を持つ密な高木植栽が行われている。 
・サクラ並木や梅林など、観賞目的の植栽地もある。 
・東西の水路にはヘイケボタルが生息している。 



6 

【レクリエーション活動の状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：「特別史跡平城宮跡平成 15 年度秋季及び冬季利用実態調査報告書（H16.2）」を参考 

 N 

0m    300m 
特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

歴史文化観光 

レクリエーション 

趣味の活動※ 

野鳥観察 

多目的利用 

学校団体 

イベント 

※：音を出す活動(楽器練習、演劇練習) 

広がりが必要な活動(凧揚げ、手投げグライダー)

・歴史文化学習や観光活動は、復原された施設や展示施設を中心に行われている。 
・レクリエーションは、東西の芝生地で行われている。 
・学校団体は、内裏から第二次大極殿にかけての部分で昼食や休憩をとることが多い。 
・多目的な利用が行われているオープンスペースが３ヵ所ある。 
・宮跡の南側にいくほど、湿地状の場所が増えるため、全般に南側の利用は少ない。 
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Ⅵ 施設計画（案） 

【整備状況（遺跡の表現・各種施設整備）】 

・特別史跡平城宮跡は 1978 年（昭和 53）に策定された「特別史跡平城宮跡保存整備基本構想」

に基づき、「遺跡博物館」として文化財の保存活用について様々な取組みを行っている。 

・具体的には、調査研究成果に基づき、①遺構露出展示（「遺構展示館」）、②遺構レプリカ展

示（造酒司の井戸など）、③遺構表示（第一次朝堂院・内裏など）、④部分復原（第二次大極

殿、壬生門など）、⑤復原（朱雀門・東院庭園など）といった手法で遺跡の表現を行ってい

る。 

・また、各種施設整備として、①埋蔵遺構の保存や景観等に考慮した池沼、②園路・広場、③

便所や必要最小限の駐車場等の便益施設、④資料館・説明板等の情報提供施設などを実施し

ている。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平城宮跡資料館 
 
 
 

 

東院庭園復原 

 
 
 
 
 
第二次大極殿基壇復原 

 

 
 

兵部省遺構表示 

 
   

朱雀門復原 

 

 

 
 

第一次大極殿 

（2010年復原完成予定） 

 

 
 

内裏遺構表示 

史跡 平城京朱雀大路跡
（奈良市整備済み）   

遺構展示館 

 

 
 

推定宮内省復原 
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【平城宮の施設配置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（奈良時代前半の平城宮） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（奈良時代後半の平城宮） 

資料：パンフレット「特別史跡平城宮跡」（奈良文化財研究所） 
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・平城宮跡の史跡配置は、奈良時代の前期と後期で異なっている。 
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【便益施設の配置現況図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

N 

0m      300m 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

【駐車場】 
平城宮跡資料館北 
５０台収容 

【駐車場】 
朱雀門西 
１５０台収容

【駐車場】 
東院庭園横 
５０台収容 

【駐車場】 
遺構展示館東

１７０台収容

【便所】 
遺構展示館東 
男：大４、小８、身障者１ 
女：１０、身障者１ 

【便所】 
平城宮跡資料館北側 
男：大３、小６ 
女：８ 

【便所】 
平城宮跡資料館内 
男：大３、小６ 
女：８ 
身障者：１ 

【便所】 
推定宮内省南側

男：大２、小４

女：４ 

【便所】 
東院庭園横 
男：大３、小５、

身障者１ 
女：５、身障者１

【便所】 
朱雀大路緑地内 
男：大１、小４ 
女：３、身障者１駐車場 

便所 

四阿 

売店 

・駐車場は平城宮跡資料館、遺構展示館、東院庭園、朱雀門という現在の利用拠点施設に即

して４ヵ所に配置されている。 
・特にグリッド線は表示されていないが、乗用車換算で合計 420 台程度の駐車が可能である。

・宮跡外であるが、朱雀大路の南端部は、バス専用の駐車スペースとして利用されている。 
・便所は、宮跡内に５ヵ所設けられているほか、宮跡利用者が利用可能な便所として、朱雀

大路緑地にも１ヵ所ある。 
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Ⅴ 動線計画（案） 

【平城宮跡周辺の道路網】 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

N 

0         1000m 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

既存道路網 

近鉄線・駅 

ＪＲ線・駅 

・平城宮跡東側には国道 24 号が近接しており、現在は京奈和自動車道が奈良盆地北部を除き

開通している。将来的には大和北道路の整備も予定されており、京都・和歌山方面へのア

クセスは概ね良好である。 
・南側に近接する主要地方道奈良生駒線の西方には、大阪方面に通じる第二阪奈道路宝来ラ

ンプがある。また、国道 24 号が大和郡山市で名阪国道に接続しており、大阪及び三重・名

古屋方面へのアクセスは概ね良好である。 

国
道
24
号 

主要地方道奈良生駒線
（大宮通り線） 
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） 
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近鉄尼ヶ辻駅 

近鉄平城駅 
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至奈良 

至奈良 

至 和歌山

至大阪 

一般県道谷田奈良線

市
道
大
極
線 

（
み
や
と
通
り
）

一
般
県
道 
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城
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【来訪者の交通手段】 

 

（個人利用者(n=520)） 

 

 
 
 

40.0 16.8 13.7 12.2 9.1 3.1 5.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

個人利用者

自家用車 徒歩 近鉄電車 JR 自転車 貸切バス その他

 

 

（団体利用者(n=104)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「特別史跡平城宮跡平成 15 年度秋季及び冬季利用実態調査報告書（H16.2）」 

「平城宮跡団体利用調査（H18.5）」

貸切バス
60.6%

徒歩
 5.8%

鉄道＋徒歩
 22.1%

自家用車
4.8%

未回答
6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

団体利用者合計

・自動車利用が４割で、以下、徒歩、近鉄電車、JR と続くが、この三者は公園の出入りは徒

歩となり、これが合計で４割以上を占める。 
・自転車利用も１割弱みられる。 

・貸切バスの利用が６割以上を占めている。 
・次いで多いのが近鉄電車を利用して、大和西大寺駅などから徒歩で訪れる団体である。 
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【往時の道路】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：「平城宮発掘調査報告ⅩⅥ兵部省地区の調査」（2005 奈良文化財研究所） 

パンフレット「特別史跡平城宮跡」（奈良文化財研究所）を参考 

 
 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

既存園路 

条坊道路 

宮内道路 

 

東
二
坊
坊
間
路 

二条大路 

東
一
坊
大
路 

二条条間路

N 

0m    300m 

・判明している往時の道路としては、宮跡の南側や東側を区画する「二条大路」「二条条間路」

「東一坊大路」「東二坊坊間路」がある。 
・宮内道路としては朱雀門と第一次大極殿を結ぶ南北の道路など３ヵ所が判明している。 
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【園路整備状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 N 

0m    300m 

第一次大極殿院

第一次朝堂院

第二次大極殿院

第二次朝堂院 

朝集殿院

兵部省・式部省 

朱雀門 

東院庭園 

Ｐ 

Ｐ

Ｐ 

Ｐ 

一
般
県
道
奈
良
・
西
ノ
京
・
斑
鳩
自
転
車
動
線 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

既存園路（幅員５ｍ未満）

既存園路（幅員５ｍ以上）

広域自転車道 

車両通過可能道路 

展示施設 

復原整備施設（復原施設）

復原整備施設（遺構表示）

駐車場 Ｐ

・自動車は、遺構展示館東側から東院庭園にかけてと、第二次大極殿院から朝集殿院の東側

で宮跡内まで入れる構造となっている。 
・現在の園路は、復原された遺構等の外周部を中心に配置されている。 
・宮跡の北側から西側にかけて、広域自転車道としての指定がある。 
・近鉄線を横断できるのは、みやと通のほか、宮跡東端の南北園路のみである（歩行者専用）。
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【参考：利用者別動線の想定】 

 

・現況の園内（園路）利用状況をもとに、利用者（観光客、歴史学習や体験の利用

者、その他のレクリエーション利用者、通勤・通学者）別の利用形態を想定した

上で、必要な動線を確保することとする。 

 
※なお、以下の記述において、《歩行動線》とは歩行者の動線を、《自転車動線》とは自転

車の動線を、《園内移動システム動線》とは園内移動システムの動線を示す。 
 

①観光客 

・観光を目的とした利用者であり、短時間で、主要な遺構の復原、表示箇所をポ

イント的に訪れるものと考えられる。 

《歩行動線》 

・メインエントランスから朱雀門、第一次朝堂院を経て第一次大極殿院に至る動

線 

（・第一次大極殿院から第二次大極殿院に至る動線） 

《園内移動システム動線》 

・第一次大極殿院（及び第二次大極殿院）からメインエントランスに至る動線 

・メインエントランスから主要な遺構の復原、表示箇所に至る動線 

＜主要な遺構の復原、表示箇所＞ 

・朱雀門、東院庭園、遺構展示館（内裏・推定宮内省）、第二次大極殿院、第一

次大極殿院 

 

②歴史学習や体験の利用者 

・歴史学習や体験を目的とした利用者であり、比較的長い時間をかけ、数多くあ

る遺構の復原、表示箇所をくまなく訪れるものと考えられる。 

《歩行動線》 

●それぞれのエントランスから最寄りの遺構復原体感エリアに至る動線 

・メインエントランスから朱雀門に至る動線 

・東側サブエントランスから遺構展示館に至る動線 

・西側サブエントランスから第一次大極殿院に至る動線 

●遺構復原体感エリアの周遊、往来を行う動線 

・朱雀門から第一次朝堂院を経て第一次大極殿院に至る動線 

・遺構展示館から内裏・推定宮内省を経て第二次大極殿院に至る動線 

・第二次大極殿院から第二次朝堂院、兵部省・式部省に至る動線 

・第一次大極殿院と第二次大極殿院をつなぐ動線 

・第一次朝堂院から第二次朝堂院、東院庭園をつなぐ動線 

《園内移動システム動線》 

・終着点となる遺構の復原、表示箇所からメインエントランス（遺物展示）を経
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て、それぞれのエントランスに至る動線 

＜終着点となる遺構の復原、表示箇所＞ 

・第一次大極殿院、第二次大極殿院、遺構展示館（内裏・推定宮内省）、東院庭

園、兵部省・式部省 

 

③その他のレクリエーション利用者 

・散策や鑑賞など多様なレクリエーション活動を目的とした利用者であり、比較

的長い時間、一カ所に止まるものと考えられる。 

《歩行動線及び自転車動線》 

・それぞれのエントランスから最寄りのレクリエーションゾーンに至る動線 

 

④通勤・通学者 

・通過利用者であり、短時間で、園内を縦横断するものと考えられる。 

《歩行動線及び自転車動線》 

・園内を縦横断する、他の利用者の利用（①～③）を妨げない動線 
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・園路利用状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：「平城宮跡内園路交通量調査（H18.2,H18.5）」を参考 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

既存園路 

交通量の多い園路 

とくに自転車通過の多い園路 

 N 

0m    300m 

第一次大極殿院

第一次朝堂院

第二次大極殿院

第二次朝堂院 

朝集殿院

兵部省・式部省 

東院庭園 

Ｐ 

Ｐ

Ｐ 

Ｐ 

朱雀門 

・歩行者・自転車の交通量が多いのは、資料館～第一次大極殿院～第二次大極殿院を結ぶ東

西の園路や、資料館前・みやと通西側・東院庭園への引き込みの三本の南北園路である。 
・第一次朝堂院西側を囲むように巡らされた園路では、マラソンやジョギングなどの周回コ

ースとしての利用も多い。 
・自転車は、宮跡を東西・南北に突っ切る形での利用が多い。 
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・動線イメージ①（観光客） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

エントランス 

利用拠点 

 N 

0m    300m 

ﾒｲﾝｴﾝﾄﾗﾝｽ 
へ移動 

・観光を目的とした利用者は、短時間で、主要な遺構の復原・表示箇所をポイント的に訪れ

ると考えられる。 
・主なスタート地点としてはメインエントランスが想定され、目的地の見学等が終わった後

は、速やかにメインエントランスに戻ることが求められる。 
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・動線イメージ②（歴史学習や体験の利用者） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 N 

0m    300m 

・歴史学習や体験の利用者は、比較的長い時間をかけ、数多くある遺構の復原・表示箇所を

くまなく訪れると考えられる。 
・メインエントランスの他に、サブエントランスからの来園者も多く見込まれる。 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

エントランス 

利用拠点 
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・動線イメージ③（その他のレクリエーション利用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

エントランス 

利用空間 

 N 

0m    300m 

・散策や鑑賞など、多様なレクリエーション活動の利用者は、比較的長い時間、一ヶ所に止

まるものと考えられる。 
・主にサブエントランスから来園し、速やかに目的地へ移動することが予想される。 
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・動線イメージ④（通勤・通学者） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

特別史跡 平城宮跡 

史跡 平城京朱雀大路跡 

エントランス 

利用拠点 

 N 

0m    300m 

・園内の通過を主とする利用者であり、短時間で、園内を縦横断するものと考えられる。 
・一般的な利用者のエントランスとは関わりなく最も近い出入り口が利用され、利用の時間

帯も朝夕に集中することが予想される。 


